
１．施設概要

施設名

所在地

サイトＵＲＬ

根拠条例

設置目的(設置時期)

指定管理者名

指定期間

２．総合的な評価

３．３項目評価の結果

　評価については、利用者の満足度はＡ、収支状況はＡになったため、２項目評価はＡとした。
　利用者の満足度を上げる対応として、研修による職員の資質向上や入所者へのきめ細かい配慮を行う取組を
推進し、より質の高い支援の実施を目指すとともに、入所者一人ひとりにあった対応に取り組んでいく。
　施設の特性上、入所者の安全確保や情報の秘匿等に細心の注意を払うことが必須となっており、所管課、女
性相談所と密接に連携・協力して県行政との一体性を確保しながら機能を果たす必要がある。

＜各項目の詳細説明＞

社会福祉法人神奈川県民生福祉協会

H28.4.1　～　R8.3.31
(2016年)　　（2026年）

共生推進本部室

　　　　　　　　　　　　総合的な評価の理由と今後の対応

※新型コロナウイルス感染症が３項目評価（利用状況、利用者満足度、収支状況）に与えた影響
及び対応状況も含めて「総合的な評価の理由と今後の対応」を記載。

モニタリング結果報告書
（令和３年度）

神奈川県女性保護施設

神奈川県女性保護施設さつき寮条例

売春防止法（昭和31年法律118号）第36条の規定に基づく婦人
保護施設（昭和43年4月）

施設所管課
（事務所）

３項目評価とは、３つの項目（利用状況、
利用者の満足度、収支状況）の評価結果を
もとに行う評価をいう。

Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要

利用状況
利用者の
満足度

収支状況

Ａ － Ａ Ａ

３項目評価

(項目６参照)

◆管理運営等の状況
　利用者の自立支援等提案どおりの取組を実施し、事業計画、仕様書等の内容により事業を実施した。令和３
年度の新規入所者数は23名、退所者数は17名、年度末入所者数は19名となっている。
◆利用状況
　新規入所者は前年度から７名増、退所者は８名減。利用者数（延べ入所者数）は、前年度比24.6％のマイナ
スとなった。
◆利用者の満足度
　令和３年10月に実施し、上位２段階の回答割合が78.6％であったため、Ａ評価であった。施設の特性上、携
帯電話の使用禁止等厳しいルールがあるため、不満を持つ方もいることが現れた。回収率は100％に達してお
り、チラシを作成し掲示板に貼り出すとともに利用者職員懇談会で内容説明を行った上で直接配布しているこ
とから、高い回収率となっている。
◆収支状況
　入所者が当初計画数に達しない等により、決算は収入・支出ともに減少したが、収支差額はプラスとなり、
Ａ評価となった。
◆苦情・要望等
　入所者には、集団生活を送る中での日常的な不満等はあるが、職員がその都度話を聞くなど対応しており、
苦情・要望等は特になかった。
◆事故・不祥事等
　施設内で人権侵害事案があり、随時モニタリングのうえ改善勧告を行った。法人は改善計画を作成し、業務
改善と再発防止に取り組んでいる。
◆労働環境の確保に係る取組状況
　県による監査、労働基準監督署からの指摘事項はなかった。

(項目７参照) (項目８参照)



４．定期・随時モニタリング実施状況の確認

５．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

※指定管理業務に与えた新型コロナウイルス感染症の影響等がある場合、対応状況も含めて、

「実施状況等」欄に記載。

〔　参考：自主事業　〕

※自主事業に与えた新型コロナウイルス感染症の影響等がある場合、対応状況を含めて、

「実施状況等」欄に記載。

現地調査等
の実施状況

実 施 頻 度 現地調査等の内容

定期：年１回
随時：１回

定期：指定管理者の管理業務の実施状況及び財務状
況を確認した結果、適切に指定管理業務等が履行さ
れていることを確認した。
随時：施設内で発生した人権侵害事案を受け、事案
の内容や業務の実施状況の確認等を行い、再発防止
のための改善勧告を行った。

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける
指導・改善勧告等の

有無

指導・改善勧告等の内容

規程等の整備及び遵守、職員体制・ガバナンス、職
員への研修・教育、入所者に対するきめ細やかな配
慮、職員同士のコミュニケーション等について改善
勧告を行った。

月例業務報告
確認

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

＜利用者の安心・安全の確保＞
生活環境の充実や、事件・事故や非常
災害時において速やかな対応等を図
り、利用者の安全・安心を確保する。

生活環境の整備、安全対策、健康管
理、新型コロナウイルス感染症予防
策を行った。
＜令和３年度実績＞
総合防災訓練：年１回
避難訓練：月１回

利用者の健康管理や感染
予防、非常災害対策は適
切に実施されている。

有 ・ 無

＜退所者支援の充実＞
退所者の抱える生活上の様々な課題に
対し、安定した自立生活が継続できる
よう、地域の支援機関と連携した支援
に取り組む。

生活課題に応じ、相談、金銭管理、
訪問同行等の支援を行った。
＜令和３年度実績＞
相談（電話・訪問）：延べ1,123人
金銭管理：延べ73件
○令和３年度は新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため退所者・職員
の交流会の実施を取りやめた。

退所後も息の長い支援を
必要とする退所者は多
く、引き続き地域の支援
機関や行政機関と連携し
支援を行うことは、自立
に向けた重要な役割と
なっている。

事業計画の主な内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

＜多職種連携による支援の展開＞
利用者の個別の課題・目標に即した支
援を行うため、多職種が連携して総合
的な、かつ、質の高い支援を提供す
る。

自立支援として、個別支援計画書を
作成し、栄養指導、生活能力向上支
援、心理的ケア、就労支援等を行っ
た。
＜令和３年度実績＞
個別支援計画書作成：計26人
カンファレンス実施回数：56回
心理士面接実績：延べ240人
就労支援実績：求職者支援延べ101人

自立支援については、本
人の意向を尊重するとと
もに、女性相談所や福祉
事務所等の関係機関と連
携の上、計画の策定・見
直しを行っており、適切
に実施されている。

事業計画の主な内容 実施状況等

意見交換等
の実施状況

実 施 頻 度 意見交換等の内容

３か月に１度
県と指定管理者との間で連絡協議会を開催し、施設
運営の課題等について情報交換をした。



６．利用状況

目標値の設定根拠：

利用者数の算出方法（対象）：

※原則は人数だが、施設の状況等により変更可能。単位を変更した場合はその理由

利用者数※ 8,355 7,239 5,458

対前年度比 86.6% 75.4%

評価 ≪評価の目安≫
目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未満　Ｂ：
85％以上～ 100％未満　Ｃ： 85％未満
※施設の特性から利用状況の評価を行わない場合は「目標値の設定根拠」欄に当該理
由を、「目標値」欄に代わりとなる数値（定員数等）を記載してください（女性保護
施設と県営住宅等が該当）。

－

前々年度 前年度 令和３年度

目標値は設定していない（社会福祉入所施設の特性上、目標
値設定はなじまない）

入所者延べ人数

目　標　値 定員70名 定員70名 定員70名

目標達成率

【新型コロナウイルス感染症が利用状況に与えた影響と対応状況】
 (※新型コロナウイルス感染症の影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

①新型コロナウイルス感染症が利用状況に与えた影響
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　―

②令和３年度の対応状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　―

＜備 考＞



７．利用者の満足度

〔 サービス内容の総合的評価 〕

質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

施設生活への満足感

直接配布 14 14 100.0%

入所者

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～90％
未満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満
※評価はサービス内容の総合的評価の｢満足｣回答割合で行う。Ａ

満足度調査の
実施内容

協定に定めた調査内容 実施結果と分析
年１回９～10月に実施 　令和3年10月2日～10月15日に実施。

（どちらかといえば）満足という評価が
78.6％であった。満足してないという回
答は21.4％で、施設の特性上、厳しい
ルールがあることに不満を持つ回答がみ
られた。
　食事が（どちらかといえば）おいしい
という回答が回答者の８割近く、職員対
応が（どちらかといえば）話したり相談
しやすいという回答が回答者の７割と
なった。
　一方で、寮則やルールについては、
「（どちらかといえば）納得できる」と
回答した人が64.2％であり、「（どちら
かといえば）納得できない」と回答した
人が28.5％おり、その中にはルールに関
する職員の対応に不満をもつ意見があっ
た。

満足、不満に回答が
あった場合はその理由

サービス内容の総合
的評価の回答数 5 6 0 3 14

施設のルール、職員の対
応への不満

満足
どちらか
といえば

満足

どちらか
といえば

不満
不満 合計

前年度の
回答数 - - - - ‐

回答率 35.7% 42.9% 0.0% 21.4%

回答率の
対前年度比

前年度回答率

【新型コロナウイルス感染症が利用者満足度に与えた影響と対応状況】
 (※新型コロナウイルス感染症の影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

①新型コロナウイルス感染症が利用状況に与えた影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　―

②令和３年度の対応状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　―

＜備 考＞
令和３年度より質問新設のため、前年度の回答なし



８．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

(単位:千円)

/ / /

前
々
年
度

前
年
度

評価 ≪評価の目安≫　収支差額の当初予算額：０円の施設が該当
収入合計／支出合計の比率が　Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超え
るマイナスが生じている)：85％未満Ａ

収入の状況 支出の状況 収支の状況

指定管理料 収支比率利用料金 その他収入
その他収入
の主な内訳

収入合計 支出 収支差額

決算 117,579 8,568
備考の
とおり 1,634126,147 124,513 101.31%

当初
予算

132,401 1,120
備考の
とおり 133,521 133,521 0

106,572 780 100.73%

0

当初
予算

128,458 2,407
備考の
とおり 130,865

122,825

1,774
備考の
とおり

当初
予算

121,081 1,744
備考の
とおり 122,825

107,352

※支出に納付金が含まれる場合、その内数

令和３年度 前年度 前々年度

105,578

令和３
年度

【新型コロナウイルス感染症が収支状況に与えた影響と対応状況】
 (※新型コロナウイルス感染症の影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

＜備 考＞
その他収入内訳
　令和元年度予算　受取利息配当金20、受入研修費40、利用者等外給食費650、雑収入410
　令和元年度決算　寄付金111、受取利息配当金2、利用者等外給食費637、
　　　　　　　　　雑収入1,126、その他の収入6,688、退職給付金引当試算取崩収入4
　令和２年度予算　受取利息配当金2、その他の収入1,742
　令和２年度決算　寄付金328、受取利息配当金2、その他の収入1,444
　令和３年度予算　受取利息配当金2、その他の収入1,405　拠点区分間繰入金1,000
　令和３年度決算　寄付金100、受取利息配当金1、その他の収入1,707

130,865 0

決算 111,831 1,808
備考の
とおり 113,639 112,664 975 100.87%

決算

①新型コロナウイルス感染症が利用状況に与えた影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　―

②令和３年度の対応状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　―



９．苦情・要望等 該当なし

件

件

件

件

件

件

件

件

※指定管理者に起因するものを記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

10．事故・不祥事等 該当なし

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事について改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

11．労働環境の確保に係る取組状況

分野 報告件数 概要 対応状況

施設・設備

職員対応

①女性保護施設入所者への人権侵害事案が発生した(詳細を確認中）
②R3.8.30からR3.10.27まで随時モニタリング（立入調査及び書類調査）実施
③R3.10.29改善勧告、R3.11.15改善計画書提出、R4.5.24　改善報告書提出
④なし
⑤費用負担なし
⑥有　R3.8.30

①利用者より、同伴乳児が室内で頭をぶつけたと連絡あり
②10.3報告書により確認
③救急搬送し、異常なしとの診断　[再発防止策]室内の危険個所を補修
④なし
⑤有　ケガ防止用クッション材等の購入（指定管理者）
⑥なし

職場環境 無

10月2日

事業内容

その他

※指摘事項は、県による監査（包括外部監査含む）又は労働基準監督署によるものとし、有とした場合は備考欄に
概要を記載。

職員の配置体制 無

労働時間 無

確認項目 指摘事項の有無 備考

法令に基づく手続き 無

発生日

8月26日

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）


	当初予算収支差額「０円」施設

